令和５年度第３回登別市市民自治推進委員会議事録
（敬称略）

◆　開催日時：令和６年１月３０日（火）１８：００～１９：４０
◆　開催場所：登別市総合福祉センター　しんた２１　２階
◆　出席委員：２３名
仲川委員長、山田副委員長、合田副委員長、田渕委員、雨洗委員、今委員、佐藤委員、川島委員、和泉委員、遠藤委員、吉田委員、小川委員、荒川委員、冨永委員、大熊委員、神谷委員、大坂委員、磯田委員、中原委員、山口委員、鳴海委員、川人委員、佐久間委員
◆　協働推進庁内委員：安部委員、佐藤委員、土門委員、菅野委員、渡部委員、服部委員、田上委員、舘下委員、下沢委員、
◆　事　務　局：田中市民生活部長、笠井市民生活部次長、大越市民協働グループ総括主幹、鳥海主査、相馬担当員、松下担当員、塚谷担当員


【市からの情報提供（１）：登別市総合計画第４期基本計画の策定について】
　総務部企画調整グループ大澤総括主幹より、下記のとおり説明があった。
まちづくり基本条例では基本計画は広く市民の参画のもと策定しなければならないと規定されており、これまでの経緯から、市民自治推進委員会の皆さんにその役割を担っていただければと考えている。
協議体制は前回と同じ６章立てを想定しており、６部会で協議を行っていただく考えである。
協議の進め方は資料を市民自治推進委員会に提示しながら、庁内の検討委員会の委員も加わりながらお互いの意見交換を行い、素案のとりまとめを行う。

　スケジュール案については、２月、３月に庁内検討委員会をさせていただき、その後４月に市民自治推進委員会の部会による協議を進めていただきたい。
　協議期間は約１年３ヶ月程度（令和７年７月）を目処に計画の原案をとりまとめることを想定している。
　パブリックコメントを経て、令和７年１２月の第４回登別市議会定例会に議案を上程し、議決後に計画策定・公表することを予定している。
　第４期基本計画は市民参画のもと策定するということで、市民自治推進委員会の皆さまにその役割を担ってもらうことをお願いするものである。
　一年半程度にわたる長い協議に参加いただくことになるが、ご理解ご協力をお願いする。

質問：市民自治推進委員会のメンバーが第４期基本計画の協議も行うということであるが、一般公募により若者や興味関心のある方を取り込むという考えはないのか。

回答：委員の改選期ということもあり、続投される方もいると思われるが、改選期に合わせ一般公募も行うと事務局から伺っている。また、一般公募をする際には、今後二年間の任期の中においては、第４期基本計画の策定にも関わっていただくことを明示した上で公募する想定である。

質問：第３期基本計画において、市民自治推進委員会が策定に関わることによって得られた成果などの例があれば伺いたい。

回答：第３期基本計画の策定は１０年前になるが、過去にも今回説明したものと同様の仕組みで協力いただき進めている経緯がうかがえる。また、その際には市民自治推進委員会から意見書が提出され、その意見を反映させながら策定していった。

意見：市民自治推進委員会のメンバーで検討するのはいいが、基本計画の策定してからも関係する機関とうまくリンクしていけるような対応をお願いしたい。

【市からの情報提供（２）：市民自治推進委員会委員の任期について】
市民生活部市民協働グループ大越総括主幹より、下記のとおり説明があった。
　市民自治推進委員会の委員の任期については２年間とさせていただいており、現在の任期は令和６年４月２４日に満了予定となっている。
　任期満了が近づいているため、団体推薦については団体を通じて委員推薦の依頼をさせていただくとともに、団体・一般公募の別に関係なく現在委員の方においては再任の意思確認をさせていただきながら今後についての事務を進めていく予定である。

質問：次の任期の方を決めるのはいつ頃になるのか。

回答：団体推薦の方については任期満了を待たずに次期推薦の依頼を行ったり、現在の委員の方に再任の意向確認を順次行う。新たな一般公募についても今後行ってゆくので、遅くとも４月の早い段階には委員の人員について固めていきたいと考えている。

意見：基本的には今の団体で問題ないと思うが、色々な会議が複合しているため、各委員も誰がどこの団体から来ているかすべて把握できていないのではないかと思う。そのため、委員と所属団体を一覧にして配布すると、このままの団体構成でいいのか、追加したり減らしたりしたほうがいいのかなど見えてくると思う。

【意見交換（１）：市民自治推進委員会全体の共通テーマについて】
委員長：市民自治推進委員会の全体共通テーマということで各部会から最も多かったのが「子育て」ということであったため、「子育てしやすいまち」について話し合いを行っていただく。
　　　　参加人数も多いため、各テーブルごとにブレインストーミングを行い、意見を拾っていく。終わったら簡単に発表をしていく。

[bookmark: _GoBack]　（各グループの委員が思い思いの考えを付箋紙に書きながら３０分程度の議論を行った。）

Ａグループ
　ぬくもり部会としては、未就学児の保育環境を整えることが意見として挙がった。安心して子どもを預けられる場所の確保。保育士の確保。土日の保育。延長保育の無償化。医療費の無償化などである。
　産業躍動部会としては、若者が安心して働ける場所の確保が意見として上がった。高校生のバイトなども含め、働く場所があるといいという意見があった。
　育み部会としては、教育費の無償化や子育てサロンの充実などが挙げられた。
　防災・環境部会としては、登別の豊かな自然を次世代につないでいくようなふれあいの場をつづけていくことが意見として挙がった。
　都市調和部会では子どもたちの交流環境を整えるのが良いのではないかという意見が挙がった。公園や「ラウンドワン」のような複合遊戯施設などがあるといいのではないか。
　まちづくり部会としては、出会いの場と空き家活用などの長く住んでもらえる住環境の必要性が挙げられた。

Ｂグループ
　ぬくもり部会としては金銭的な政策を含む子育て支援の必要性が挙げられた。医療費、学費、住宅、その他子育てに必要な費用についての意見があった。
　産業躍動部会としては、Ａグループと同じく、働く場所についての必要性が挙げられた。働くための企業であったり、すでにある仕事と働きたい人とのマッチングができる仕組みが必要だと思われる。
　育み部会としては保育施設の充実、幅広い教育を受けられる環境などが挙がった。また、高校生も含む、すべてのアンダー世代が集まれるような場所があることや、文化・スポーツが盛んであることなども挙がっていた。
　防災・環境部会としては、歩きやすい道路整備や自治組織による自主的な防犯パトロールが行われる仕組みづくり、ごみの無い町などが挙げられた。
　都市調和部会としては、親子でくつろげる空間や公園の充実や公共交通機関の利便性向上などが挙げられた。また、「おかあさんといっしょ」などのイベントなどが開催されるような、人が集まる興行があるといいという意見もあった。

Ｃグループ
　ぬくもり部会としては、外国人の移住環境整備や、高齢者の自立支援、ひとり親世帯向けサービス、出生時の登別らしいお祝い、子育て支援、産婦人科の設置、育児休暇の取得しやすい環境などが挙げられた。
　産業躍動部会としては、Ａグループでもあったような複合遊戯施設、子どもの発表機会が多いこと、祭りなどのイベントが多いこと、空き店舗を減らす、市民の温泉優待などが挙げられた。
　育み部会としては、通学や学費など教育にかかる費用の無償化、子どもを預けやすい環境づくり、子どもたち同士が交流できる環境づくりなどが挙がった。
　防災環境部会としては、災害時に家族で安心して避難出来る施設や、きれいなまちなどの意見が挙げられた。
　都市調和部会としては、公園の多さや、毎日でも利用したくなるような遊具の多い公園、自由に使えるグラウンドなどが挙げられた。
　まちづくり部会では、若年層が安心して生活できるまち、見守り活動のあるまち、子どもを真ん中においた社会などの意見が挙げられた。

Ｄグループ
　子どもを産み育てたいと思うには、家族と一緒に過ごす価値を感じることが大事と考え、結果として教育分野である育み部会に関して多く意見がみられた。
　また、子どもを育てるハードルを下げるために必要なのは資力であるということから、産業躍動部会にも働ける場の充実や、リモートワークの充実などの意見が集まった。
　まちづくり部会の観点では、公園や子どもの居場所を作りながら、行政と地域の伴走型の支援が必要だという意見があった。
　都市調和部会について、子どもの成長と一緒に住居を更新していけるような支援の必要性も挙げられた。
防災・環境部会については安心安全について意見が出た。また、多様性やインクルーシブな状態についても考え、バリアフリーについて取り組んでいただきたいという意見が出た。
　一番多かったのはぬくもり部会についてであり、子どもたちを地域で育てるという前提のもと、子どもたちについて世代間で話せる環境が必要だという意見が挙がった。また、子どもの時間ばかりではなく、親の時間も家族の時間も創出してあげられるような環境づくりが必要という意見もあった。さらに、小児科など医療機関も必須と思われる。
　総括すると、家族で過ごすことが楽しく思えなければならないため、どのように家族という価値観を醸成するかということが重要になる。

Ｅグループ
　ぬくもり部会としては、保育の充実と、子育てが大変だと感じにくいようなサポートやサービスが必要であるという意見が挙がった。小児科が多かったり、子どもの預け先があることなど。また、ジェンダーの意識についてもしっかり持てるようになるといいという意見もあった。
　産業躍動部会については、共稼ぎが可能な環境作りや、仕事をしたい人が支援を受けられるようなまちであるということが必要だという意見があった。
　育み部会については、教育や給食費の無償化という金銭的支援。図書館や体育館の拡充など、文化への理解と充実という部分が挙げられた。
　防災環境部会では、他のグループでもあったが安心安全なまちということで、ごみのポイ捨てがないこと、歩きタバコなどがないこと、犯罪がないことなどが挙げられていた。
　都市調和部会としては、環境に重なるところかもしれないが、道路整備や公園整備が挙げられた。また、緑の多いまちというのも意見にあった。
　まちづくり部会では、大人になっても住みたいまちにしたらいいという意見があった。そのためには若い人が参加出来るイベントがあったり、困ったときに相談できる体制が必要であるといわれた。
　そもそも、こういった話し合いに子育て世代の方に入っていただく必要があるという意見もあったので、今後そういった点に力を入れられればと思う。

Ｆグループ
　子どもを育てる環境作りとして、子どもたちが遊べる、子どもたちの声が聞こえる場を作るのが大事だという意見が出た。
　白石市のキッズパークのような、子どもたちが集まって楽しめるような環境ができないかというのが一つ目である。
　育み部会では金銭的な支援についてもあるが、スポーツで活性化したりすることも大事ではないかという意見があった。
　防災・環境部会についてはあまり意見が出なかったが、登別の豊かな自然についてひとつ挙げられた。
　産業躍動部会では働く場所の必要性について意見が挙がった。
　一番多かったのがぬくもり部会である。福祉という分野は重要であり、安心感があれば子どもを育てる環境にも繋がると思われる。他のグループでもたくさん意見が出ているが、それらを基に検討していきたい。
　

委員長：各グループからブレインストーミングの結果について発表があったが、今後これを事務局にて整理して、一覧にしたものを部会員全員に配布したい。
　　これから先の進め方としては、まとめた物を一度全員に配布し、目を通してもらった状態で事務局から資料の要旨説明と全体でのフリートークを行えたらと思う。
　　　　１、２ヶ月以内に次の全体会議を開ければと思う。

【市からの情報提供（２）：市の施策等で説明してほしい項目について】
委員長：市から説明して欲しい事項について、各部会からは下記のとおりあがってきている。
　　　　　・市の子育て施策について
　　　　　・ＳＤＧｓの取り組み状況について
　　　　　・ＪＲ登別駅周辺の今後・現庁舎跡地及び中心地の活性化について
　　　　これらは、どれかを選んで聞くというよりは、どの順番で取りかかるかという話になる。

　意見：今日のテーマについてもそうだが、市の方で子育てに関するアンケート調査結果等の情報があれば提供いただきたい。

　意見：登別市のまちづくりで１０００人以上からアンケートをとったが、この中で子育て関係の意見がのっているはずなので、提供できるかと思われる。
委員長：市からの情報提供についても、今日挙がった意見の多かったものについて、これらに関する市の取り組み状況の情報を提供していただく予定とする。
　　　　また、今日のブレインストーミングの結果をまとめた資料に目を通した上でのフリーディスカッションを行いたい。予定としては２ヶ月以内を目処とする。
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